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Ⅰ　はじめに

　運動学習場面において「ことば」を記号として動作表現する手法は，極めて大切なこと
である。特に運動習得に必要な用語の獲得および指導用語の理解は，運動の習得過程をス
ムーズにしていくことを可能にすること，すなわち運動の理解は用語の理解とも相関する
ことが明らかにされている。
　近年，大学体育における人間教育への取り組みが模索されているが，「やってみること」
と「やったことを言葉にすること」，「やったことの『理』を知ること」の重要性が認識さ
れ，「自然の一部でしかない意識の表面には出てこない身体」を自分の「からだ」として
みずからのもとに取り戻し，身体を言葉にし，行動にしてゆくような方策が新たな視点と
して問われている。一方，運動学習の段階的指導場面では，その生徒にどんな動感感覚が
生じ，身体知として何が統合されたのかを確認する中で，教師と生徒の動感交信能力が最
も重要な指導力になることから，生徒がいま感じている動感を言語化し，まだ欠けている
動感感覚を呼び覚まし，まだもっていない動感を引き出す指導，すなわち体感身体知の形
成とりわけ定位感身体知の構築に意を注いだ指導が求められている。
　金子は４），学校体育において手段化される運動が，人間学的な基礎づけを基抵に据えた
新しい身体性の認識が欠落したままになっていることをこれまでに指摘しており，「どの
ように動けるのか」という動感身体知の習得こそ，新しい身体教育としての体育の基抵に
据えられるべきであると提言している。
　
　ある運動技能習得に伴う学習者の内省報告を継続的に記録することにより，学習者の運
動イメージの把握や理論知および経験知のレベルを知ることによって客観的分析を進める
ことが可能になることを根拠に，筆者らは基礎的水泳運動能力の解発と同時に「やったこ
とを言葉にする」ことに力点を置いた指導，特に水泳授業において意図的，継続的に取り
組み，速く泳ぐことと同時に，ゆっくり長く泳ぐ持続泳能力を測る「１０分間泳測定」を題
材として運動直後の学生の感想文から分析を試み１），２），これまでにも次のような知見を得
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ている。
１）感性用語を心理的・技術的・体力的要因の３要因に分類した結果，心理的および技術
的要因に関わる記述が多く，男女ともに共通した傾向を示した。
　　特に，心理的要因に関する記述が多く，体力的要因については極端に少なかった。
２）男女ともに２回目測定時の記述量は有意に高く，心理的および技術的要因にのみ，こ
の傾向はみられた。このことからは，身体知および動感身体知の形成および言語化への
可能性を示していると考えられる。
３）抽出された感性用語の経験的記述をさらにカテゴリーの枠組みで捉えようとした場
合，主に「人間学的意味」や「身体・自己認識」，「決断」および「自己確認」への属性
が確認でき，運動経験の教育的意義を反映する結果を得た。
４）感性用語のほとんどは，運動意識が対象化されたものに関する記述であり，対象とし
て捉えることのできない深化させた次元での記述についてはみられなかった。
　
　本研究では，大学生の水泳運動能力獲得に関わる運動体験をとおして，どのような感性
用語を用いているかを明らかにすることにより，動感身体知の発生問題と関連づけなが
ら，指導場面にフィードバックさせることにある。これまで用いた分析方法は専ら手作業
に依存した用語の抽出であり，それを技術的・心理的・体力的の３側面に分類し統計的処
理によって分析・考察を試みていた。今回用いた��������の分析ツールは，これまで分
析に手間がかかった自由回答においても自動的に解析し，属性データと組み合わせた因子
分析などより高度な分析が可能になるものである。この方法により，新たな知見を見いだ
せるかが本研究の焦点となる。

Ⅱ．研究方法

１．水泳授業および「１０分間泳測定」の概要

　１）授業概要
・公共施設プール（市営）を利用しての実施。（大学にプール施設がないため）
・２期に分けての実施。１期は９月に５回（屋外プール），２期は２月に３回（屋内
プール）の計８回。
・１回当たりの時間数は約２時間。
・１期と２期の間の約３ヶ月間に，「小グループ別練習」（４～５人）を課題とする最
低４回以上の練習を課す。小グループ編成に当たっては，メンバー間で水泳運動能
力が異なるように配慮し，異質グループ内での自己課題解決能力をより高めること
を意図している。

　２）測定について
　「１０分間泳測定」は１期の最終日（９月）と２期の最終日（２月）の２回実施。

　３）計測方法
・２～３人一組で交互に泳距離の測定に当たらせ，泳距離測定のミスを最小限にする
ために，５０�毎の経過時間とラップタイム，および５分経過時の測定などを記した
記録用紙でチェックさせた。
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・それと同時に５０�毎の泳法ならびに立ち回数のチェックも行った。
・心拍数の測定については，開始前と運動直後の２回行い，１０秒間の心拍数を触診法
により計測させた。
・「運動直後のコメント」として，感想や気付きを心理的・技術的・体力的要因につ
いて整理して書くことを指示した。なお，この３要因で分類する方法は，文部科学
省の平成１７年度学校体育中央講習会で椿本等が提唱している内容を引用した。
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指　　導　　内　　容時　期回数

・授業概要

６月１ ・指導の展開について

・準備物，諸注意

・入水までの手順について

９月

２ ・泳力評価（クロール・平泳ぎ）

・水慣れのプログラム（１）

・水慣れのプログラム（２）

３ ・呼吸法（２つの方法について）

・エレメンタリーストローク（初歩的な泳ぎ）

・エレメンタリーバタフライからクロールへ

４ ・ストリームラインの確保

・ドルフィンキックからバタ足へ

・ドル平から平泳ぎへ

５ ・カエル足の習得

・グライドと呼吸のタイミングについて

・１０分間泳測定（１）

６ ・横体泳から横泳ぎへ

・ターンの方法について

小グループ別練習期間１０月～１月７～１０

・５つの泳法についての段階的練習（総合練習）

２月

１１
・５０ｍ速泳測定（クロール）

・各泳法評価（２５ｍ）
１２

・５０ｍ速泳測定（クロール）および評価

・各泳法評価（２）
１３

・１０分間泳測定（２）



２．対象

　２００４～２０１０年までの児童教育専攻学生２年次生の計５９６人（男子：１７３，女子４２３）。
　内，有効資料数５７３人（男子：１６１【９３．１％】，女子４１２【９７．４％】）

３．用語の抽出および統計処理について

　１０分間泳測定直後に記述させたコメントを��������	
����ファイルからインポートし，
����������	
�������������������	��分析ツールを用いて自動的に解析し，抽出された用
語の使用頻度および用語間の言語学的分析からカテゴリー化を試みた。

Ⅲ．　結果と考察

１．対象とした大学生の水泳運動能力の実態について

　１０分間泳測定における泳距離の平均値から，男女ともに２回目測定において有意に増加
していることが認められた。２回目の泳距離平均は男子：３５９．５２�，女子で３２１．８４�，１
回目平均値と比較して男子で３２．７６�，女子で２９．９３�の泳距離の伸びがみられた。また，
立ち回数の比較図においても，男女ともに２回目の立ち回数が明らかに減少していること
などから，総合的に水泳運動能力の向上が男女ともに明らかである。
　しかしながら，男女ともに泳距離の平均が４００�以下であること，過去のデータとの比較
からは，１０年前に男子の平均値が４４．９２�，女子の平均が４６．５８�の泳距離の増大が認めら
れた時期に比して，伸び方の停滞が男女ともに表れていると同時に男女間の能力差が縮小
している傾向にあることがうかがえる。
　このことから，本研究で対象となる大学生の水泳運動能力は，総体的に初級レベルから
中級レベルに相当する範囲にあるといえよう。
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図１．　泳距離の比較図



２．感性用語の抽出結果とカテゴリー化

１）抽出用語の分布図
　抽出された用語の出現率からは，男女ともに共通した用語の使われ方をしていることに
気付かされる。出現率の最も高い３項目は男女に共通して「泳ぐ：男子５９．０％・女子
７２．３％」次いで「思う：男子５２．２％・女子６０．７％」，「なる：男子４７．８％・女子４８．１％」，
以下「体力」，「する」，「クロール」，「１０分間」，「距離」，「もっと」，「できる」，「立つ」の
順になっている。
　細部については「息継ぎ１６．５％」および「呼吸１４．６％」の２項目は女子にのみ表れてい
るが，男子にはみられないこと。また��������要因としての「疲れる」は男子１５．５％，女
子１５．８％，および女子の「疲れた」は１２．９％であった。「がんばる：女子１７．２％」は女子
にしかみられなかった用語など，男女間に差異がみられるものの，全体的には共通した言
語表現，すなわち表現形式が働いていることが推測できる。
　抽出された用語数については，１，２回目ともに女子学生の方が有意に多かった。
　運動の経験は，本来的に主観的，個人的なものであり，その経験によってもたらされる
意味や意義を見い出すための方法も，必然的に「経験的」なものにならざるを得ない。運
動の経験は，それを行う人間自身の目的意識に基づいた固有な特徴を持っており，その経
験は，意識に表れるがままの経験の直接的記述と，そこから取り出された意味を解読する
現象学的な方法によって記述されることになる。
　運動の経験は，本質的に非言語的，非知的な活動であるが，我々がスポーツや運動につ
いて語るとき，経験的記述は運動の経験の本質的特徴を捉えるのにより近いものであると
言えよう。また，経験的記述は，運動中および運動直後における運動者の主観的表現の言
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図２．　立ち回数の比較図



語的解釈ともみなすことができる。
　抽出結果からは，直面した行為目標に意識が向けられ，その運動意識の中で対象化され
たものに関する知識，すなわち運動の仕方に関して対象化された知識についての記述が大
半であり，それと同時に運動者の反省的意識によって捉えられた記述内容に終始している。
　特記すべきは泳いでいる学生自身がどんな動感感覚が生じ，身体知として何が統合され
たのかを確認できるような動感を言語化している用語は皆無であった。男女ともに泳距離
の平均値からは初級から中級レベルにかけての階層にあることから，水泳運動能力に関し
ては未習熟段階にあることが予測できる。当然「ゆっくり長く泳ぐ」ための「こつ」を体
得していくために，泳ぎながら「うまくできない！」・「これでいいのか？」など探りを入
れている段階にあると思われる。しかしながらこの次元での問題，すなわち対象として捉
えることの難しい，暗黙知の次元に潜んでいる複雑さに少しでも言及するような，比喩的，
レトリカル的な表現やロゴス的言語に関する用語はほとんどみられなかった。ましてや水
泳に関わる専門用語として指導場面では繰り返し発せられる「ストリームライン」・「グラ
イド」・「ローリング」など複雑な動きを一言で表す用語がほとんど使われていないことも
特徴的なことである。６００名近い資料を入力している段階で，上述した「ストリームライ
ン」や「グライド」などの用語を用いていた学生は数名にすぎなかった。改めて，運動を
表現する「言葉」が余りにも画一的であり，驚くほど言葉をもっていないことに気付かさ
れる。
　身体知の言語化問題について岡端３）は，身体の使い方に関して二種類の知識，すなわち
運動意識のなかで対象化されたものに関する知識と，対象としてとらえることのできない
身体化された知識の二つを考慮しなければならないとし，運動ができるためには，運動の
仕方に関して対象化された知識を捉える以前に，運動者自身の身体ができるという心身状
態へと準備されなければ言葉は身体では理解できないし，運動者自身の身体に運動の感じ
を生じさせてくれるようなことを導き出す必要性を指摘している。
　このことからも，対象となった大学生の「水泳」あるいは「泳ぐ」ことに対する心身状
態が不十分であったことがこの結果を反映しているものと思われる。
　２回目測定時の用語頻度の傾向は１回目と同様に「泳ぐ」など直面した行為目標にのみ
意識が向けられた記述内容であった。しかしながら，１回目と比較して用語の分布に変容
がみられ，男子の「前：６１．５％」，女子の「前回：７１．４％」，「距離：男子４６．６％・女子
５４．４％」，「伸びる：男子３６．０％・女子３５．７％」，「できる：男子３６．０％・女子５１．４％」，「立
つ：男子３４．２％・女子５２．７％」などに高い頻度を示している。特に��������要因として女
子の「嬉しかった：２６．４％」が初めて使われていること，また「疲れる：男子０％・女子
１０．４％」に関しては大幅に減少していることなどから，本測定に対する心理的態度に変化
が表れており，特に自己確認および可能性追求や経験を通して自身の世界的存在を感じ取
るような人間学的意味など目標指向性の高まりがみられた。
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図４．　女子学生の抽出用語の出現率（１回目測定）
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図３．　男子学生の抽出用語の出現率（１回目測定）
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図６．　女子学生の抽出用語の出現率（２回目測定）
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図５．　男子学生の抽出用語の出現率（２回目測定）
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図８．　女子学生の抽出用語の比較図（１・２回目）
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図７．　男子学生の抽出用語の比較図（１・２回目）
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２．抽出用語のカテゴリー化

　用語頻度と用語間の言語学的分析からカテゴリー化を試みたものを図９～１２に示した。
男女ともに「泳ぐ」・「思う」・「体力」の言語を中心に，各用語が放射線状に分布している
が，��������要因としての「疲れる」・「疲れた」・「疲れてしまった」・「苦しかった」・「バ
ラバラ」が点在している。特に女子については「呼吸」・「息継ぎ」の用語が出現している。
技術的用語については，男女ともに「クロール」・「平泳ぎ」・「フォーム」の３言語だけで
あった。
　２回目測定の分布図からは，１回目と比較して，総体的には男女ともに肯定的な用語の
使われ方が目立つ分布になっている。すなわち「泳ぐ」・「距離」・「前回」・「前」を中心に，
「できる」・「伸びる」・「がんばる」・「嬉しかった」・「よかった」・「満足」など１回目測定
時にはみられなかった用語が点在しており，心理的態度において目標志向性の高まりを示
していると推測できる。
　また，男女ともに１回測定時では「泳ぐ」が分布の中央に位置しているのに対し，２回
目測定では，「距離」・「記録」・「前回」・「伸びる」が中央に移行していることが表れてお
り，同様に目標指向性の高まりがみられる。このことは，本測定に対する意識に変化が表
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図９．　男子学生（１回目測定）

図１０．　女子学生（１回目測定）



れていることを示唆するものである。

Ⅳ．要　約

　教職課程大学生を対象にした水泳授業における「１０分間泳測定」から，運動の経験的記
述によって抽出された感性用語をテキストマイニング分析ツールによって分析を行った結
果，以下のような結論を得た。
１．男女ともに抽出された用語の分布からは，「泳ぐ」という直面した行為目標に意識が向
けられ，その運動意識の中で対象化されたものに関する知識，つまり運動の仕方に関し
て対象化された知識についての記述と，運動者の反省的意識によって捉えられた記述内
容に終始している。このことは対象者の大半が初級～中級レベルという水泳運動能力の
未習熟状態に大きく反映していると推測できる。
２．学生自身がどんな動感感覚が生じ，身体知として何が統合されたのかを確認できるよ
うな動感を言語化している用語は皆無であった。また，指導場面で頻繁に用いられる専
門用語についても，男女ともに共通して記述されなかった。
３．大半が行為目標に意識が向けられた記述内容のなかでも，２回目測定時には記述内容

���
大学生の持続泳における感性用語のテキストマイニング分析

～動感身体知の形態発生に関わる様相について～

図１１．　男子学生（２回目測定）

図１２．　女子学生（２回目測定）



に変容が表れ，��������要因としての用語が散見された１回目測定と異なり，２回目測
定においては��������要因としての用語の使われ方に変わってきていた。このことは，
自己確認および可能性追求や経験を通して自身の世界的存在を感じ取るような人間学的
意味など目標指向性の高まりが得られていることを示していると思われる。
４．運動学習の段階的指導場面において，指導者と受講者の動感交信能力が最も重要な指
導力になることが指摘されている中で，受講者がいま感じている動感を言語化し，動感
感覚を呼び覚まし，さらに動感を引き出す指導，すなわち体感身体知の形成とりわけ定
位感身体知の構築に向けて，運動者自身の身体ができるという心身状態へと準備されな
ければ言葉は身体では理解できないことを根拠に，いかに本当に「泳げる」という心身
状態を獲得することが先決重要課題であるかを本研究から問われているように思われる。

　本論文は，日本体育学会第６２回大会（鹿屋体育大学）体育方法学において口頭発表した。
　なお，本研究の一部は，平成２３年度茨城キリスト教大学研究助成金の交付を受けて行っ
た。
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